
除号

言脛

函.3卵

　　　　　　　　　　　　　　－
iH
･

ぷ゛

屁)植ｔ!)て

むずかしいね

　６月フ日、羽生田小の全校児童による田植えが、学校

前の田んぼで行われました。今では機械化され、手で植

える風景は見られなくなり、ほとんどの児童は初めての

貴重な体験をしました。

　これは、町の米需給均衡化対策体験農園設置事業で行

われたもので、学校教育の一環として子供からが水稲作

業を体験（田植えから収穫まで）し、そのお米を学校給食

等で試食しようと今年度から町内４小学校（他に、安塚

小、壬生牝小、藤井小）で実施されたものです。
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八
月
定
例
議
会
で

正
・
副
議
長
改
選

　
六
月
定
例
議
会
の
最
終
日
（
六
月
二
十
七
日
）
に

正
・
割
譲
長
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
く
町
議
会
議
長
に
粟
島
庄
左
工
門
氏
が
、
副

議
長
に
大
関
庄
一
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

新
議
長
の

　
乗
馬
庄
左
工
門
氏

ミニ国体

〔第44回国民体育大会関東地区大会〕

8/20銃剣道が本町開催

Ｓ

１

１

１

１

新
副
議
長
の

　
　
大
関
　
庄
一
氏

　
銃
剣
道
競
技

▽
日
時
　
８
月
２
０
日
言
）

　
　
　
　
午
前
９
時
３
０
分
か
ら

▽
場
所
　
町
総
介
運
動
揚
町
民
体
育

　
　
　
　
館
(
1
1
%
0
9
４
［
Ｄ
］

▽
種
別
　
少
年
男
工
註
‥
‥
―
選
手
亘

▽
参
加
数
　
―
都
７
県

※
競
技
参
加
の
選
手
団
の
か
た
ち
が

来
町
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な

さ
ん
万
ご
支
援
並
び
に
競
技
当
日
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
）

歴史民俗資料館

特別展'89『恐竜の時代』
夏の無謀運転追放運動

７月16日～25日

8/16水H1(木圭司島ご扁駿?)●運動の重点1.｢とちぎの交通マナーを高めよう｣

　　　　　　　県民運動の推進

　　　　　　2.暴走行為・飲酒運転の追放

3.二輪車の交通事故防止暴
走
は
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い

　
　
　
　
　
見
に
行
か
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
町
資
料
館
で
は
、
栃
木
県
立
唯
物

館
収
蔵
品
に
よ
る
特
別
展
『
恐
竜
の

時
代
』
を
間
催
し
ま
す
。

　
展
示
内
容
は
、
恐
竜
の
化
石
を
中

心
に
、
初
め
て
動
物
が
出
現
し
た
時

代
か
ら
現
在
ま
で
、
生
物
の
あ
ゆ
み

を
た
ど
っ
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
企
画

し
ま
し
た
。

　
。
父
休
み
期
間
中
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

●
展
示
解
説
％
出

　
県
立
博
物
館
学
芸
員
青
島
睦
治
氏

●
会
場
　
壬
生
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル

●
入
場
無
料

※
お
問
合
せ
は
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

　
　
　
　
　
雫
八
二
－
○
一
〇
八
㈹

町
福
祉
に
と
寄
付

　宇都宮市の高鳴正直さんは、６月20日

町長室を訪れ、福祉向上のために役立て

てくださいと､10万円を寄付されました。
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参議院議員通常選挙

７月23日(日)
投票日

きびしいチェックに子供たちも真剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
元
手
が
出
場
し
運
転
技
術
を
競

子
供
自
転
車
大
会
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
の
部

　
第
十
入
団
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転

車
千
生
地
区
犬
合
が
、
六
月
二
十
一

日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
安

塚
小
学
校
が
団
体
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
習
得

し
、
交
通
安
全
の
意
識
の
高
楊
を
目

的
に
、
町
内
ハ
小
手
校
の
児
童
、
三

　
優
　
勝
　
　
安
塚
小
学
校

　
二
　
位
　
　
壬
生
東
小
学
校

　
三
　
位
　
　
睦
小
学
校

個
人
の
部
（
敬
称
略
）

優

勝

一

位

一

位

三
浦
　
絨
孚
生
東
古

荒
井
悟
賃
安
塚
古

粂
川
靖
孝
晏
塚
小
）

二
種
類
の
投
票
が
あ
り
ま
す

●
候
補
者
個
人
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

●
投
票
用
紙
に
は
、

　
候
補
者
個
人
の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。

●
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
に
投
票
す
る
選
挙
で
す
。

●
投
票
用
紙
に
は
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名

　
称
ま
た
は
略
称
を
記
入
し
ま
す
。

●
投
票
用
紙
に
個
人
名
を
書
く
と
無
効
で
す
。

■
当
日
投
票
で
き
な
い
方
へ

Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
I
J
I
‐
｡
~
.
I
J
‐
.
j
l
‐
1
1
.

　
仕
事
や
や
む
を
得
な
い
用
務
な
ど
の
た
め
、
投
票
日
に
ど

う
し
て
も
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
７
月
2
2

日
ま
で
に
一
不
在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
ｙ
一
と
は
、
千
生
町
選
挙
管
理
委
貝
会
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
�
�
１
２
３
４
　
内
線
２
０
７

県
民
の
日
協
賛

第
十
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ

る
、
第
十
目
老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
六
月
十
五
日
、
五
十
四
千
Ｉ

ム
（
九
ブ
四
ッ
ク
）
の
参
加
の
も
と

町
総
介
運
動
場
に
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
体
力
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

優
勝
チ
ー
ム
＝
睦
友
の
会
、
中
泉
第

一
、
安
塚
第
三
、
舟
町
、
城
南
、
城
東
町
、

下
横
町
、
本
郷
、
旭
町
老
人
ク
ラ
ブ
。

学
童
陸
上
競
技
大
会
（
６
／
７
総
合
運
動
場
）

六
年
生
の
部
　
（
一
位
の
み
、
敬
称
略
）

一
〇
〇
ｍ
向
鈴
木
康
孔
�
1
3
秒
８
７

一
、
〇
〇
〇
ｍ
出
小
川
正
臣
尚
３
分
２
５
抄
６
６

二
〇
〇
ｍ
出
鈴
木
哲
也
㈲
２
９
秒
9
5

走
り
帽
跳
0
0
亀
田
　
聡
㈲
４
２
４
ｍ

走
り
高
跳
出
木
野
内
真
琴
�
１
３
０
ｍ

二
言
ｍ
向
背
井
麻
希
子
㈱
1
4
秒
８
７

ハ
○
ｏ
ｍ
出
鈴
木
香
代
子
㈲
豆
屁
秒
８
６

二
〇
〇
ｍ
出
築
庭
み
ど
り
㈱
３
２
秒
２
６

走
り
幅
跳
0
0
西
山
恵
子
㈱
３
７
５
ｍ

走
り
高
跳
出
占
出
石
里
㈱
１
２
０
Ｊ

囚
○
Ｏ
ｍ
リ
レ
ー
　
安
塚
小
一
組

五
年
生
の
部
　
二
位
の
み
、
敬
称
略
）

一
〇
〇
ｍ
㈲
西
サ
心
文
㈱
1
4
秋
９
１

一
、
〇
〇
〇
ｍ
出
火
鴫
淳
㈲
３
分
２
８
砂
２
３

二
〇
〇
ｍ
出
山
野
上
智
也
尚
肌
秋
1
9

走
り
幅
跳
0
0
金
成
　
他
国
３
９
５
ｍ

走
り
高
跳
0
0
栗
原
　
散
開
１
１
５
ｍ

一
〇
〇
ｍ
㈲
山
川
悦
子
㈱
１
６
秋
９

八
〇
〇
ｍ
川
梁
川
裕
子
�
２
分
４
６
秋
８
１

二
〇
〇
ｍ
出
小
沼
留
美
㈲
３
３
秤
３
８

走
り
帽
跳
0
0
奈
川
裕
子
�
３
５
８
ｍ

走
り
高
跳
出
山
田
智
子
開
１
１
５
ｍ

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
出
安
塚
小
一
組

※
な
お
、
郡
犬
合
（
七
月
二
十
一
日
）

に
選
抜
選
手
が
出
場
し
ま
す
。
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り

ろ

「
町
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
町
民
室
（
屹
二
二
三
四
内
線
一
二
五
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

バーベキューの後は洗いもの

▲羽生田小学校では、県民の日の６月15日、黒

川の河原でバーベキューをし、自然の中でたの

しい体験をしました。

ま
っ
す
ぐ
飛
ん
だ
わ
／
・

　
町
勤
労
大
目
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
五

月
ニ
ト
四
目
か
ら
毎
週
水
曜
日
百

計
十
㈲
）
、
町
内
の
練
台
場
を
会
場

に
ゴ
ル
フ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

同
教
室
に
は
、
最
近
の
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ー

　
　
　
　
　
）

ム
を
反
映
し
て
、
定
員
二
十
一
名
に

灯
し
、
八
十
名
の
応
募
が
あ
り
、
特

に
女
性
が
半
数
以
上
を
占
め
る
な
ど
、

女
礼
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
増
加
、
熱
心
さ

が
め
だ
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
初
め
て
ク
ラ
ブ
を
握

っ
た
人
や
、
半
年
く
ら
い
の
経
験
者

が
ほ
と
ん
ど
で
、
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
女
子
プ
四
の
高
久
さ
ん
か
ら
、

ス
イ
ン
ダ
な
ど
の
恭
率
を
て
い
ね
い

に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
最
終
回
に
は
ゴ
ル
フ
犬
合

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
レ
ッ
ス
ン
の

成
果
を
披
。
露
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

道
路
愛
護
で
表
彰
「
Ｕ
Ｕ
ｎ
壮
一
阿
」
」

除草に汗を漑す岡本さん

◇
岡
本
清
作
さ
ん
（
堅
慨
幸
町
一
丁
目
）
は
、
昭
和

五
十
年
に
停
年
退
職
後
、
家
に
じ
っ
と
し
て
い
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
と
、
雨
の
日
を
除
い
て
毎
日
、
お
も
ち
ゃ
の

ま
ち
駅
東
を
中
心
に
自
め
会
内
の
ゴ
ミ
拾
い
や
除
草
な
ど

を
し
て
、
環
現
実
化
に
貢
献
、
地
核
の
人
だ
ち
か
ら
感
謝

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
め
ケ
ゴ
ミ
や
缶
類
は
、
そ
れ

ぞ
れ
区
分
け
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
ま
す
。

◇
壬
生
下
馬
木
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
‥
只
5
4
名
）
で
は
、
昭

和
五
ト
年
頃
か
ら
国
道
花
い
っ
ぱ
い
速
射
を
展
開
し
、
国

道
三
五
二
号
線
の
下
馬
市
区
域
の
道
路
敷
内
に
、
さ
つ
き

や
コ
ス
モ
ス
、
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
草
花
を
植
え
、
除
草
な

ど
の
清
掃
も
し
て
道
路
環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

W

みなさん熟年世代です
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ゴミステーションを清掃する鈴木夫妻

　
き
れ
い
に
し
て
ね

　
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
下
横
町
の
鈴
本
文
二
さ
ん
と
妻
の
。
キ
さ
ん
は
、
家
の

近
く
に
あ
る
（
踏
み
切
り
の
所
）
ゴ
ミ
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン

が
敗
ら
か
っ
て
い
る
の
を
見
か
ね
て
、
夫
婦
で
清
掃
し
て

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
作
っ
た
ゴ
ミ
入
れ
の

木
箱
も
色
あ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
な
か
に
は
、
ゴ
ミ
収
集
車
が
来
た
後
に
生
ゴ
ミ
を
待
っ

て
く
る
人
や
、
道
を
通
る
車
が
ゴ
ミ
を
捨
て
て
行
く
そ
う

で
、
き
れ
い
に
し
て
も
切
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ゴ
ミ
の
収
集
日
言
え
聚
ゴ
ミ
や
も
え
な
い
ゴ
ミ
）
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
き
れ
い
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

チピッ子アjl,ハム

大川原智裕ちゃん（安塚南部）振竜ちゃん(おもちゃのまち)

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
四
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
（
父
）
大
川
原
広
美
さ
ん

　
＾
母
゛
　
″
　
千
代
美
さ
ん
の
長
女

嘉
一
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
す
な
お
で
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

づ
張
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
二
十
日
生
ま
れ
（
一
歳
）

　
（
父
）
張
　
仁
定
さ
ん

　
（
母
）
　
″
　
雅
美
さ
ん

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
一
言

の
長
男

男
ら
し
く
、
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
な
っ
て
ね
／

※
こ
の
欄
に
掲
載
希
望
の
方
は
、
町
民
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります
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』副口
か
し
こ
い
消
費
者
を
目
ざ
し
て

　
　
　
消
費
者
友
の
会
が
講
演
会
を
行
う

税の知識を深めました

　
　
　
短
　
　
歌

野
良
猫
に
大
を
た
お
さ
れ
腹
立
て
し
も

　
　
　
そ
の
匹
牡
に
わ
れ
は
た
じ
ろ
ぐ

－－
―
－－
ＩＩＩ―

－
１
四

ま
つ
わ
り
て
干
ぎ
し
劫
き
日
を
お
も
ふ

ー
－Ｅ
　
　
　
ａ

。
　
」
　
　
　
’
l
&
j
l

s
d

四
　
　

八
卦
路
万
父
を
今
宵
石
と
り
つ
つ

ー

　
町
消
費
者
友
の
会
で
は
、
今
年
万

研
修
テ
ー
マ
「
生
活
を
見
直
そ
う
」

の
第
一
回
研
修
と
し
て
、
六
月
二
十

一
日
、
南
犬
飼
地
区
公
代
館
で
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
四
月
に
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
日

ご
ろ
会
員
が
疑
問
に
感
ヒ
て
い
る
こ

と
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、

研
修
を
通
し
て
解
決
し
、
か
し
こ
い

消
費
者
を
目
が
そ
う
と
い
う
目
的
で

行
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
「
生
活
の
中
の
消
費
税
」
を
テ
ー

マ
に
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長
の

同
和
章
九
生
か
講
演
さ
れ
、
消
費
税

を
消
費
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
目
八
体

的
に
わ
か
り
や
す
く
、
説
明
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る

訪
問
版
売
に
も
触
れ
、
「
訪
開
版
売

は
、
八
日
間
以
内
な
ら
ば
ク
ー
リ
ン

ダ
・
オ
フ
（
解
約
）
で
き
る
け
れ
ど
、

買
わ
な
い
よ
う
気
を
っ
け
る
こ
と
が

大
切
」
と
、
目
。
縁
側
を
ト
げ
な
が
ら

説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
集
ま
っ
た
打
見
の
み
な
さ

ん
は
、
身
近
な
問
題
だ
け
に
肺
心
で

時
お
り
大
き
く
う
な
ず
き
な
が
ら
メ

モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

安
原
　
昌
子

犬
ゴ
ミ
を
理
め
し
と
ニ
ろ
に
南
瓜
言
オ

　
　
　
出
で
て
目
付
に
伸
び
の
目
立
ち
ぬ

田
午
耶
く
は
已
き
父
ほ
に
似
て
ゐ
る
と

　
　
　
　
見
て
過
ぐ
る
な
り
旅
の
巾
窓
に

　
　
俳
　
　
　
句

尚
仁
越
え
し
組
け
を
頻
り
に
貳
飼
ふ

渡
辺
真
夕
美
　
　
影
万
化
に
風
す
こ
し
あ
る
人
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
二
つ
巴
蝶
に
も
恋
の
抒
飢
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
山
ふ
と
二
ろ
の
妃
な
る

和
矢
坪
　
西

鎖
田
二
ま
千

宇
ル

片
木

高
価

渡
辺

秋
江

本
元

円
筒

寅
ハ

あ達者

カッフjl，

栗原勇任さん
　　ク＿

⑩
上表町

　
結
婚
し
て
六
十
年

　
勇
作
さ
ん
几
ト
ニ
歳
）
の
だ
の
し

み
は
、
頓
水
禍
の
託
葉
組
や
さ
つ
き
、

洋
ら
ん
そ
し
て
ひ
い
ら
ぎ
な
ど
の
千

入
れ
や
‥
い
淑
り
か
丁
る
ニ
と
と
、

毎
目
、
約
万
時
問
新
聞
を
腿
る

こ
と
だ
ず
っ
で
す
、
テ
レ
ビ
は
、

サ
ュ
ー
ス
だ
け
は
見
る
よ
う
に

し
て
い
て
、
そ
の
他
は
、
お
孫

う
ん
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
見
て

い
ま
す
が
、
相
撲
が
一
番
好
き

々
爵
組
万
ヤ
≒

　
友
の
ク
ニ
さ
ん
几
卜
二
言

は
、
国
社
外
道
い
高
山
家
の
長

女
に
生
生
‐
几
嫁
が
れ
て
か
ら

今
年
万
言
ト
年
目
に
な
り
ま
し

ぺ
そ
カ
お
悦
い
を
ニ
の
Ｉ
．
月

に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
洗
濯
が
目
深
で
、
そ
の
介
い
間
に

家
の
申
の
そ
う
じ
ゃ
お
か
っ
て
の
洗

い
ら
の
を
し
、
午
後
、
干
し
物
の
後

代
彩
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
趣
味

み
た
い
な
も
の
で
気
持
ち
が
い
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
悦
近
く
に

い
る
一
斉
の
女
だ
ち
と
話
を
す
る
の

が
、
た
の
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
勇
作
さ
ん
は
、
戦
中
の
ト
八
年
に

勁
聯
隊
の
一
員
と
し
て
足
尾
銅
山
へ

行
っ
て
働
き
ま
し
た
が
、
今
は
皆
ご

く
な
り
、
藤
柿
の
篠
原
さ
ん
の
二
人

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
じ
人
の
お
ド
さ
ん
と
脂
六
大
の
お

孫
さ
ん
に
恵
ま
れ
た
お
二
人
は
「
出

し
て
も
ら
っ
た
も
の
は
み
ん
な
食
べ

て
い
る
」
が
、
特
に
ク
ニ
さ
ん
は
野

菜
が
好
き
と
話
し
て
い
ま
し
へ

I I I I I I I I I I I . I I I I I I I I I I I
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食事と健康③

-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
材
料

和
菓
子
と
洋
菓
子
　

を
比
較
す
る
と
、
和
菓
子
が
糖
質
だ

「
や
せ
た
ｉ
い
／
・
で
も
、
食
べ
た
Ｉ
　
　
け
な
の
に
対
し
、
洋
菓
子
は
バ
タ
ー

い
ノ
と
い
う
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
　
　
や
生
ク
リ
ー
ム
、
そ
れ
に
砂
糖
も
か

ヤ
ル
加
あ
り
ま
し
た
が
、
ダ
イ
エ
ッ
　
　
な
り
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ト
中
な
の
に
何
か
甘
い
も
の
が
食
べ
　
　
ま
す
。
糖
質
は
脂
肪
と
い
っ
し
ょ
に

た
い
と
思
う
の
は
、
女
の
子
に
限
っ
　
　
吸
収
さ
れ
る
と
中
性
脂
肪
に
な
り
や

た
こ
と
で
は
な
い
・
で
し
ょ
う
。
そ
ん
　
　
す
い
性
質
が
あ
る
の
で
、
洋
菓
子
の

な
と
き
、
「
ケ
ー
キ
と
お
ま
ん
ヒ
ゅ
　
　
万
加
号
不
ル
ギ
ー
も
高
く
肥
り
や
す

う
ど
ち
ら
加
肥
ら
な
い
か
な
」
と
考
　
　
い
と
い
う
こ
と
加
言
え
ま
す
。

え
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶

々
と
て
も
同
様
で
、
砂
糖
だ
け
入
れ

た
場
合
（
ま
た
は
ミ
ル
ク
だ
け
玉
砂

糖
と
ミ
ル
ク
の
両
方
を
入
れ
た
場
合

と
で
は
、
吸
収
の
過
程
か
ら
、
や
は
り

後
者
が
肥
る
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
洋
菜
ｒ
に
含
ま
れ
る
バ
ク

ー
や
生
ク
リ
ー
ム
は
、
動
物
性
脂
肪

で
す
の
で
コ
レ
ス
テ
四
－
ル
も
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
食
物
せ
ん
い
に
つ
い
て
見
る
と
、

和
英
子
の
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
よ
も
ぎ
の
食
物
せ

ん
い
と
小
豆
や
白
い
ん
げ
ん
豆
を
使

っ
た
あ
ん
の
中
に
食
物
せ
ん
い
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
甘
い
お
菓
子
は
魅
力
的
で
す
し
、

食
生
活
を
楽
し
く
も
し
ま
す
。
適
度

の
廿
昧
は
精
神
を
安
定
さ
せ
て
く
れ

ま
す
の
で
、
ダ
イ
エ
ヴ
ト
中
の
方
も

ト
于
な
選
択
を
し
て
、
楽
し
く
や
せ

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
ね
。

梅
雨
の
食
中
毒
予
防
を
す
る

　
梅
雨
を
迎
え
た
六
川
十
四
目
、
食

品
衛
生
協
会
千
生
分
会
で
は
、
食
中

毒
予
防
を
主
と
す
る
食
品
衛
生
講
習

合
を
、
壬
生
中
央
公
民
館
中
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
栃
木
保
健
所
の
二
名
の
先
生
を
講

師
に
招
い
て
、
食
中
古
の
予
防
と
施

設
衛
生
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
分
会
は
次
の
二
店
を
、

一

森林浴で心身を

リフレッシュ／

〔
年
㈲
享
年
〕

　
植
物
の
葉
を
ち
ぎ
っ
た
り
、
本
の

伎
を
切
っ
た
り
し
か
時
の
、
あ
の
何

と
も
言
え
な
い
す
が
す
が
し
い
香
り

を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
香
り
の
ブ
エ
役
〃
は
テ
ル
ペ
ン
と

呼
ば
れ
る
拝
発
汗
の
物
質
で
、
実
は

こ
れ
が
入
間
の
体
に
と
っ
て
良
い
効

果
を
も
た
ら
す
の
で
す
。
疲
労
回
復

を
い
め
た
り
、
神
経
を
鋲
め
た
り
、

あ
る
い
は
病
原
菌
の
繁
殖
を
阻
ん
で

く
れ
た
り
す
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

誉
皿
衛
生
優
良
店
で
表
彰
し
ま
し
た
。
　
］
す
。

本
の
本
の
枝
で
は
、
効
果
は
そ
れ
ほ

ど
期
待
で
き
ま
せ
ん
プ
ア
ル
ペ
ン
の

た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
１
－
そ
れ
は

何
と
い
っ
て
も
森
林
で
す
。
海
水
浴
、

温
泉
浴
と
並
ん
で
、
い
ま
森
林
浴
が

話
題
を
呼
ん
で
い
る
背
景
に
は
、
実

は
、
こ
の
テ
ル
ペ
ン
の
効
果
が
あ
る

の
で
す
。

　
森
に
漂
う
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド

　
テ
ル
ペ
ン
の
否
り
の
な
か
に
⑤

ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」
と
い
う
物
質
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ト
ン
と
は
横

物
の
こ
と
で
、
チ
ッ
ド
は
殺
菌
作
用

を
表
わ
す
言
葉
で
す
。
も
と
も
と
、

横
物
が
病
菌
や
害
虫
な
ど
か
ら
バ

が
身
〃
を
守
る
た
め
に
、
葉
っ
ぱ
や

幹
、
根
か
ら
放
出
す
る
も
の
で
す
・
一
一

と
こ
ろ
で
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
ー

が
人
間
の
体
に
も
良
い
影
響
を
も
た

ら
す
こ
と
が
、
最
近
の
研
究
で
分
か

っ
て
き
た
の
で
す
。

　
気
体
と
な
っ
た
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド

は
、
森
の
な
か
を
漂
っ
て
い
ま
す
。

森
林
浴
と
は
、
こ
の
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ

ド
の
気
体
を
体
い
っ
ぱ
い
浴
び
る
こ

と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
一
ゆ

　
あ
な
た
も
ニ
呉
シ
ャ
ワ
ー
〃
を

浴
び
て
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

◇
青
木
菓
子
店
入
水
茂
さ
ん
、
大
師
町
｀
二
　
と
い
っ
て
、
。
’
枚
の
葉
っ
ぱ
、
一
　
　
は
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
も
し
び
元
森
愛
イ
さ
ん
、
幸
町
。
レ
目
元
＝
・
：
で
・
・
’
・
・
・
Ｅ
｝
’
・
」
・
＝
‘
’
－
万
－
・
万
’
＝
・
＝
よ
一
万
・
・
’
＝
・
：
’
万
’
・
’
・
＝
：
Ｉ
I
.
」
|
l
l
･

.
j
l
1
1

･ ･ I . | r . ･ j l l r . ' J l l ･ .

きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
１
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圀弱回

　回]＝砂－

歌
声
の
輪
を
広
げ
る

″
童
謡
を
歌
う
集
い

　
「
と
に
か
く
二
時
間
も
歌
い
続
け

ら
れ
る
自
分
が
信
じ
ら
れ
な
い
ご
と

か
「
ま
わ
り
の
大
辻
の
歌
に
つ
ら
れ

て
、
自
分
も
高
い
声
が
出
て
い
る
気

分
で
す
ご
な
ど
と
、
講
座
参
加
の
み
な

さ
ん
は
、
お
ど
ろ
き
と
笑
顔
で
結
ば
れ

た
楽
し
い
集
い
で
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
町
民
有
心
の
た
っ

て
の
要
望
に
応
え
て
、
昨
年
中
央
公

民
館
の
自
主
事
業
と
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
年
間
約
二
千
五
回
の
集
り
で

第
三
回
企
画
展

　
『
し
も
つ
け
の
は
に
わ
人
た
ち
』

　
　
　
　
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
１
０
月
８
日

　
　
　
～
１
１
月
１
９
日
ま
で
、
企
画
展
「
し
も
つ
け
の
は
に

　
　
　
わ
人
た
ち
」
を
町
制
施
行
一
〇
〇
同
年
記
念
事
業

　
　
　
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

｀W

壬生町大字上田出土

(東京国立博物館蔵)

″
講
座

わ
ら
べ
歌
、
童
謡
、
歌
曲
な
ど
合
唱

曲
も
含
め
歌
っ
た
曲
は
、
今
ま
で
に

一
〇
〇
曲
近
く
に
も
な
り
ま
す
。
年

齢
・
層
は
幅
広
く
、
二
十
代
か
ら
お
年

寄
り
の
方
ま
で
、
男
女
八
十
名
の
大

合
唱
団
が
、
月
二
回
（
第
二
、
第
四
の

水
耀
亘
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
歌

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭
や
音

楽
祭
に
参
加
の
誘
い
も
あ
り
、
全
員

ま
す
ま
す
は
り
き
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
栃
木
県
呈
生
町
）
の
人
物
埴
輪
は

造
形
の
素
晴
し
さ
か
ら
い
っ
て
も
、

全
国
で
際
え
っ
て
い
ま
す
。

　
人
物
埴
輪
は
、
占
墳
の
昇
進
万
儀

礼
を
よ
く
表
現
し
て
お
り
ま
す
。
死

者
を
葬
う
厳
粛
な
ま
つ
り
や
、
死
者

　
―
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｃ
Ｅ

を
悼
み
再
生
を
烈
し
く
耶
う
人
々
の

心
情
を
、
こ
れ
ほ
ど
見
事
に
表
現
し

た
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
栃
水
子
生
）
の
人
物

埴
輪
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
の
埴
輪
を
通
し
て
占
代
栃
木
壬

生
亡
の
栄
光
を
理
解
し
て
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

籐り

　
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
？

　
　
　
　
　
図
書
館
の
本

　
「
図
書
館
」
に
っ
い
て
の
お
尋
ね

の
中
で
、
蔵
書
の
選
び
方
に
つ
い
て

打
開
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
と
く
に
購
入
す
る
陽
介

に
っ
い
て
お
話
し
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
○
本
を
購
入
す
る
方
法
は
？

　
―
、
選
潜
リ
ス
ト
を
も
と
に
選
出

　
２
、
リ
ク
エ
ス
ト
（
前
回
紹
介
）

　
３
、
書
店
か
ら
の
紹
介

　
の
≒
通
り
が
主
な
方
法
で
す
が
、

最
も
多
い
の
が
Ｉ
の
方
法
で
す
。

　
こ
の
リ
ス
ト
は
『
新
刊
案
内
』
と

い
い
（
簡
単
に
言
え
ば
本
の
力
夕
四

グ
で
す
）
、
毎
週
送
ら
れ
て
来
る
も

の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
所
定
の
手
続

き
を
へ
て
、
購
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
町
の
書
店
組
合
と
契

約
を
結
び
、
図
書
ラ
ベ
ル
・
保
護
フ

ィ
ル
ム
貼
付
な
ど
の
一
切
の
装
備
を

し
て
納
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
だ
れ
が
選
ぶ
の
か
？

　
図
潜
館
の
職
員
（
司
書
）
が
選
ん

ー
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
　
　
　
－
‐
‐
　
　
‐
‐

　
　
　
　
　
）

で
い
ま
す
。

　
○
選
ぶ
基
準
は
？

　
ま
ず
「
利
用
が
見
込
ま
れ
る
本
」

で
す
。
内
容
が
い
く
ら
良
く
て
も
、

全
く
利
用
さ
れ
な
い
の
で
は
、
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
時
参
考
に
な
る
の
が
リ
ク
エ

ス
ト
の
状
況
で
す
。
皆
さ
ん
が
ど
ん

な
本
を
読
み
た
い
の
か
、
を
知
る
に

は
、
利
用
の
状
況
と
あ
わ
せ
て
、
選

ぶ
際
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

図
書
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
お
わ
か

り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

　
図
書
館
に
つ
い
て
の
ご
質
問
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て
も
お
答
え

し
て
い
き
ま
す
。

Ｔ
冊
鴻
漓
匪
四
回
」

　
　
Ｏ
移
動
図
書
館

○
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
校
庭

・
７
月
1
9
口
困
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
　
（
次
は
、
８
月
３
０
日
雨
で
す
）

○
幸
町
一
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
裏

・
８
月
１
１
日
溺
　
午
前
１
０
時
か
ら

　
県
立
図
書
館
あ
け
ぼ
の
号
の
巡
回

は
、
今
回
で
終
わ
り
で
す
。
最
後
の

貨
出
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　
○
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

・
８
月
１
９
日
巾
　
午
後
２
時
半
か
ら



| | 田 | 目 | | 目 | | | | | | Ⅲ | | | | 川

　 　 Q

| | | | Ⅲ | | | | | | | | | | l l l l l l l l l l l l l ｣ | | | | | | | | | | | 田 田 | 目 l l lぶみ報

　
訪
問
販
売
で
、
三
万
円
の
鍋

の
セ
ッ
ト
を
買
う
契
約
を
し
、

そ
の
場
で
代
金
の
半
額
を
支
払
つ
た

の
で
す
が
、
考
え
が
変
わ
り
、
三
日

後
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
解
約
）
の

手
続
き
を
と
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
）

販
売
会
社
は
、
そ
の
う
ち
返
す
と
い

う
だ
け
で
、
返
金
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
よ
う
か
。

　
　
　
ク
ー
リ
ン
ダ
・
オ
フ
制
度
と

Ａ
　
　
：
：

　
　
は
、
訪
開
版
売
な
ど
で
、
商
品

を
買
う
契
約
を
し
た
後
、
二
心
期
問

内
（
契
約
日
か
ら
八
日
間
）
で
あ
れ

ば
、
消
費
者
側
か
ら
契
約
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
ダ
・
オ
フ
は
、
制
度
が

適
用
で
き
る
取
引
き
内
容
（
訪
問
眼

光
、
割
賦
販
売
な
ど
）
期
間
、
対
象

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
契
伺
書
に
ク
ー
リ
ン

ダ
・
オ
フ
に
つ
い
て
の
記
絨
が
あ
り
、

業
者
は
消
費
者
か
ら
ク
ー
リ
ン
ダ
・

オ
フ
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
必
ず
受

加
入
手
続
き
＆
保
険
料

　
あ
な
た
は
、
も
う
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
た
か
？

そ
し
て
、
毎
日
の
保
険
料
を
キ
チ
ン

リ
と
納
め
ら
れ
て
い
ま
十
か
ヮ
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あ
な
た
が
学
生
ま
た
は
退
職
年
金

受
給
者
で
な
い
限
り
、
２
０
歳
二
心
歳

ま
で
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
ど
ち
ら
か

⊇
号
も
忘
れ
て
い
ま
す
と
ｉ
－
ｉ

①
６
５
歳
に
な
っ
て
も
、
老
妙
法
礎

　
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
。

②
病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
が

　
残
っ
て
も
、
障
害
址
礎
年
金
が

　
受
け
ら
れ
な
い
。

③
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

　
残
さ
れ
た
遺
族
（
財
さ
ん
や
子

　
供
た
ち
）
が
遺
族
墟
礎
年
金
を

　
受
け
ら
れ
な
い
。

取
り
代
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
消
費
者
は
、
拒
当
節
償
金
や

違
約
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
消
費
者
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、

八
日
以
内
に
必
ず
吉
㈲
で
通
知
す
る

こ
と
で
す
。
内
容
証
明
郵
便
、
あ
る

い
は
簡
易
郵
便
な
ら
ば
、
証
拠
が
残

る
の
で
確
実
で
す
。
な
お
、
取
り
引

き
内
方
に
よ
っ
て
適
用
期
間
も
異
な

り
ま
す
の
で
、
契
約
時
に
よ
く
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

　
ク
ー
リ
ン
ダ
・
オ
フ
後
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
‐
(
1
1
0

二
八
六
百
一
四
）
三
一
ハ
コ
ま
た

は
役
場
商
工
観
光
課
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

―
－
－
な
ど
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て

あ
な
た
や
家
族
の
み
な
さ
ん
が
犬
変

苦
労
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
国
民
年
余
に
「
加
入

す
る
こ
と
」
そ
し
て
「
納
め
る
こ
と
」

（
保
険
料
）
は
、
ど
ち
ら
も
犬
切
な
こ

と
で
す
。
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
加
入
の
手
続
き
、
国
民
年
金
保
険

料
に
っ
い
て
は
、
　
役
場
住
民
課
国

民
年
金
係
ま
で
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
も
結
隋
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
�
八
二
－
一
二
三
四

１

１

１

１

J

泗/近顛税庭ﾚ

炉/ろ/い/ろ/⑩

所得税第一期分の

　
七
月
は
所
禍
根
の
予
定
納

期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す

〈
予
定
納
税
の
し
く
み
〉

税
　
　
　
　
で
、
前
年
度
よ
り
所
得
の
減
少
が

納
　
　
　
　
見
込
ま
れ
る

税
第
一
　
　
三
、
災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
っ
て

。
　
　
　
　
　
財
産
に
損
害
を
受
け
た
た
め
、
前

　
所
得
税
は
、
通
常
、
七
月
と
十
一

月
に
予
定
納
税
し
、
翌
年
に
確
定
申

告
を
し
て
一
年
間
の
税
金
を
精
算
す

る
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
の
納
税
分
を
予
定
納
税
第
一

期
分
、
ト
ー
月
の
納
税
分
を
第
二
期

分
と
い
い
、
「
前
年
度
分
万
申
告
納

税
額
」
を
址
に
予
定
納
税
基
準
額
を

計
算
し
て
、
そ
の
三
分
の
一
ず
つ
各

納
期
限
に
納
め
る
し
く
み
で
す
。

　
な
お
、
予
定
納
税
基
準
額
が
ナ
五

万
円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
予
定
納

税
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
〈
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
〉

　
本
年
六
月
三
ナ
日
現
在
の
状
況
で

本
年
度
分
の
年
問
所
得
や
所
得
控
除

な
ど
を
見
積
も
っ
て
計
算
し
た
税
額

l‾″'″″″″'″゛″'″'

け内が

吋苑　｀

税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
た
予
定

基
章
節
よ
り
少
な
く
な
る
と
見

　
年
分
よ
り
所
得
の
減
少
や
雑
損
控

　
除
が
受
け
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

四
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
の

　
で
、
医
療
費
控
除
が
見
込
ま
れ
る

五
、
結
婚
や
出
産
な
ど
で
、
新
た
に

　
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
が
受
け

　
ら
れ
る

　
〈
振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を
〉

　
所
得
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納

税
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口

座
か
ら
張
替
に
よ
っ
て
納
税
を
済
ま

せ
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
納
税
の
た
め
の
手
数
が
少
な
く

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
る

こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

　
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

留
金
先
の
金
融
機
関
か
税
務
署
に
「
留

貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
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は
い
し
や
さ
ん
に
な
り
た
い

’
一
｀
『
一
一
ｔ
・
・
司
－
－
ｋ
一
一
F
‐
2
j
l
F
‐
I
M
F

j
l
I
F
‐
‐
J
l
f
‐
‐
g
一
一
司
－
Ｄ
Ｌ
一
一
一
－
ｈ
Ｌ
一
一
F
j
i
l
l
F
.
1
1
一
一
一
‘
一
一
一
－
－
一
一
一
司
Ｄ
ゞ
一
一
１
－
Ｄ
ｔ
一
一
－
－
ｌ
‐
‐
一
－
Ｌ
Ｚ
Ｉ
－
一
一
｀
７
４
Ｓ
’
－
－
」
一
一
一
－
－
－
｀
一
１
－
Ｄ
＆
一
司
－
Ｄ
ｔ
｀
一
一
－
Ｄ
ｋ

!

．
ａ
ａ
．

ｘ
ｉ
Ｉ
Ｕ
‐

Ｓ
Ｉ
４
　
　
り
い
た
け
ど
、
は
い
し
や
さ
ん
は
、

　
ぼ
く
は
、
し
ょ
う
ら
い
、
は
い
し

ゃ
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
ぼ
く
は
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
よ
く
は
い
し
ゃ
さ

　
私
は
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
ケ
ー
ー

キ
や
さ
ん
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
れ

で
み
ん
な
の
た
ん
生
日
の
と
き
に
も
、

あ
ま
く
て
お
い
し
い
ケ
ー
キ
を
あ
げ

た
い
で
す
。
お
し
ゃ
れ
な
か
わ
い
い

お
み
せ
に
し
て
外
で
食
べ
ら
れ
る
よ

あ
っ
と
い
う
ま
に
な
お
し
て
く
れ
ま

け
ん
め
い
べ
ん
き
ょ
う
を
し
て
、
り

っ
ぱ
な
は
い
し
や
さ
ん
に
な
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
は
を
な

お
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。
も
う
い
ま

か
ら
、
よ
や
く
が
は
い
っ
て
い
る
の

丁
」
わ
る
い
の
で
、
と
っ
て
も
、
お

い
し
く
て
、
か
わ
い
い
ケ
ー
キ
を
は

っ
め
い
し
た
い
で
す
。
い
く
入
学
を

そ
つ
ぎ
ょ
う
し
て
、
大
人
に
な
っ
て

思
っ
た
と
お
り
の
ケ
ー
キ
を
い
っ
ぱ

謳

い
作
り
た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
、
　
一
一

｀
‐
｀
１
、
‘
｀
一
一
″
一
｀
一
「
－
ｔ
一
一
一
－
ｋ
一
１
－
ｉ
－
一
一
－
－
一
一
一
７
－
４
１
７
‘
－
り
」
一
一
’
－
ｔ
一
一
－
り
ｋ
ｚ
ｌ
－
－
む
Ｉ
｀
Ｉ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
.
　
　
　
　
　
　
　
　
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
料
理
講
座

食
事
は
感
謝
し
な
が
ら

　
　
「
わ
た
し
作
る
人
」
、
「
あ
な
た

食
べ
る
人
」
こ
ん
な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

か
お
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
多
く
の

金
▽
八
二
八
瓦
二
円

　
　
　
壬
生
町
小
売
酒
縦
組
仕
様

金
三
〇
、
〇
〇
〇
円

場
介
、
女
性
が
食
事
を
用
意
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
食
べ
る
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
、
料
理
を
作
る
男
性
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
動
機
は
、

①
平
身
赴
任
の
た
め
に
。
側
妻
が
病

気
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
。

側
よ
り
ヴ
門
的
な
技
術
を
学
び
た
い
。

な
ど
と
、
食
事
に
関
心
を
も
つ
男
性

が
多

く
な
っ
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
こ

と
で
す
、

　
そ
の
反
面
、
仕
事
に
追
わ
れ
て
食

べ
る
こ
と
に
「
あ
な
た
ま
か
せ

」

の

人
が
、
女
性
も
含
め
て
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
。

　
食
べ
る
こ
と
は
、
空
腹
を
満
た
す

こ
と
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
肉
体

的
に
、
よ
り
健
康
な
人
生
を
送
る
か

‐
l
a
1
1
‐
~
｡
&
J
l
a
‐
I
I
J
~
S
J
l
d
l
i
.
1
1
.
j
ｒ
Ｓ
ｌ
ｌ
Ｉ
♂
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｓ
Ｉ
♂
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｌ
一
ｊ
ｊ
ｌ
ｉ
ｊ
ｊ
Ｉ
Ｉ

　
宇
帽
金
旅
行
会
交
通
遺
児
基
全
様

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者

全
六
、
八
六
八
円

　
　
　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
通
町
唐
様

全
一
〇
、
〇
〇
〇
円
　
青
木
信
也
様

合
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
宇
都
宮
美
術
様

東
日
本
社
会
福
祉
協
力
会
様
　
　
企
二
二
、
じ
六
四
円
　
第
一
生
命
保

ヤ
ハ
、
○
○
⊇
円
　
西
部
親
仕
合
縁

合
六
、
Ｔ
五
じ
円

　
　
　
　
険
相
互
会
社
壬
生
支
部
様

争
．
仔
、
○
○
○
円
　
　
大
粟
義
郎
様

　
　
　
　
）

め
で
も
あ
る
の
で
す
。
「
お
ふ
く
ろ

の
昧
」
で
な
く
「
袋
の
昧
」
な
ど
と

言
わ
れ
な
い
（
言
わ
な
い
）
た
め
に
も
、

み
ん
な
が
食
べ
る
こ
と
に
関
心
を
も

っ
て
、
感
謝
の
心
で
楽
し
い
食
卓
を

囲
む
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
料
理
講
座

は
、
受
講
生
と
の
出
合
い
を
大
切
に

し
、
楽
し
み
な
が
ら
目
常
的
な
料
坪

の
知
識
と
技
術
を
学
べ
る
よ
う
に
、

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
若
い
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
（
料
理
講
座
講
師
　
福
田
静
圧

時
間
●
火
曜
～
土
曜

　
　
　
　
午
後
一
時
～
九
時

　
　
●
月
曜
午
後
五
時
～
九
時

日
　
　
毎
週
月
曜
、
祝
日
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